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序章裾野市の遺跡概要

例
え
ば
静
岡
県
史
第
一
巻
の
「
深
良
村
深
良
の
遺
跡
」
の
項
に
よ
る
と
、
「
泉
村
の
北
に
隣
接
し
た
部
落
で
、
嘗
っ
て
火
山
灰
に
埋
没
さ
れ
た
杉
の
切
株
を
採
集
し

た
際
、
地
下
数
十
糎
の
と
》
）
ろ
か
ら
厚
手
の
土
器
片
と
磨
製
石
斧
と
が
出
た
。
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
ゞ
｝
の
出
土
し
た
厚
手
の
土
器
と
い
う
の
は
、
現
在
で
い
う
縄

文
時
代
に
作
ら
れ
た
土
器
で
あ
り
、
磨
製
石
斧
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
代
に
使
わ
れ
た
石
の
斧
で
あ
る
。
県
史
の
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
年
（
元
二
）
の
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
の
県
史
に
は
裾
野
地
域
で
原
始
、
古
代
の
土
中
に
埋
没
し
て
い
た
遺
跡
が
九
カ
所
ほ
ど
報
告
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
昭
和
九
年
（
元
一
茜
）
、
県
立
（
旧
制
）
沼
津
中
学
校
歴
史
科
が
静
岡
県
郷
土
研
究
第
一
輯
に
発
表
し
た
、
「
沼
津
市
駿
東
郡
石
器
時
代
及
金
石
併
用
時
代
遺

跡
遺
物
一
覧
表
」
に
よ
る
と
、
市
内
の
富
沢
、
佐
野
西
原
、
公
文
名
、
茶
畑
、
同
浅
間
神
社
、
深
良
南
堀
、
同
町
田
山
田
、
桃
園
な
ど
二
カ
所
の
遺
跡
と
出
土
遺

物
を
紹
介
し
て
い
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
大
正
一
○
年
（
元
三
）
の
頃
に
は
、
公
文
名
で
打
製
の
石
斧
三
個
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
打
製
の
石
斧
と
い
う
の
は
、
石

を
打
ち
欠
い
て
斧
の
形
に
し
た
も
の
で
、
ま
た
よ
く
磨
い
て
斧
に
仕
上
げ
た
も
の
を
磨
製
石
斧
と
い
う
。
石
器
時
代
と
は
縄
文
時
代
の
ゞ
）
と
、
金
石
併
用
時
代
と
い

壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
失
，

後
世
、
な
に
か
の
機
会
に
発
見
さ
れ
る
》
）
と
が
あ
る
。

考
古
学
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
範
囲
が
た
い
へ
ん
広
い
。
例
え
ば
裾
野
市
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
石
造
物
を
調
査
し
て
、
そ
の
種
類
、
形
態
、
分
布
の
在
り
方
や
立

地
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、
考
古
学
の
仕
事
で
あ
る
が
、
近
世
江
戸
時
代
の
も
の
ま
で
を
考
古
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
と
、
あ
ま
り
に
も
種
類
や
数
が

多
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
本
編
で
は
基
礎
資
料
の
収
録
の
範
囲
を
中
世
ま
で
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
￥
｝
ろ
で
遺
跡
・
遺
物
は
、
昔
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
の
ぼ
る
ほ
ど
、
現
在
の
地
表
か
ら
そ
の
姿
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
や
原
因
に
は
、
第
一
に
自
然

の
災
害
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
裾
野
市
内
で
は
富
士
山
や
周
辺
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
↑
）
と
が
多
い
。
ま
た
人
の
手
に
よ
っ
て
破

壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
が
土
中
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
、

本
編
は
、
凡
例
に
示
し
た
よ
う
に
、
裾
野
市
史
資
料
編
の
う
ち
、
原
始
・
古
代
・
中
世
ま
で
の
考
古
資
料
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
考
古
資
料
と
い
う
の
は
、

各
時
代
の
人
々
が
住
ん
で
い
た
と
一
）
ろ
、
つ
ま
り
遺
跡
や
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
遺
構
・
遺
物
を
と
り
上
げ
た
資
料
を
い
い
、
》
｝
れ
を
対
象
に
し
て
各
時
代
の
文
化
や

生
活
様
式
を
明
ら
か
に
す
る
学
問
を
、
一
般
に
考
古
学
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
学
問
は
、
文
字
を
使
っ
て
書
か
れ
た
古
文
書
や
古
文
献
を
対
象
に
し
た
学
問
と
併
行

う
の
は
、
弥
生
時
代
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

す
る
歴
史
学
で
あ
る
。

は
じ
め
に
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ま
え
に
時
代
が
さ
か
の
ぼ
れ
ば
の
ぼ
る
ほ
ど
、
遺
跡
は
土
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
述
暑
へ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
埋
も
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
金
沢
上
川

遺
跡
や
そ
の
ほ
か
の
遺
跡
で
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
土
居
の
堆
積
状
態
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
こ
う
。
く
わ
し
く
は
第
一
章
に
図
示
さ
れ
た
も
の
を
参

戦
争
中
は
、
一
時
、
ゞ
）
の
方
面
の
調
査
研
究
は
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
二
年
（
天
理
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
静
岡
市
登
呂
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
敗

戦
後
の
き
び
し
い
耐
乏
生
活
の
な
か
で
、
考
古
学
の
研
究
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
、
各
地
域
の
遺
跡
調
査
が
活
発
と
な
り
、
多
く
の
新
し
い
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い

っ
た
。
昭
和
三
○
年
代
に
入
る
と
、
日
本
は
著
し
い
経
済
発
展
を
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
開
発
が
進
み
、
そ
の
結
果
、
遺
跡
の
破
壊
消
滅
も
進
行
し
た
。
こ
れ

に
対
処
す
る
た
め
、
国
の
文
化
財
保
護
委
員
会
で
は
、
昭
和
三
五
年
（
元
き
）
か
ら
全
国
の
遺
跡
所
在
地
の
調
査
を
開
始
し
、
ゞ
）
の
結
果
、
昭
和
四
○
年
（
元
奎
）

に
作
ら
れ
た
静
岡
県
の
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
所
在
地
名
一
覧
表
」
に
よ
る
と
、
裾
野
市
で
は
一
八
カ
所
の
遺
跡
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
相
前
後
し
て
東
名

高
速
道
路
の
路
線
が
裾
野
市
内
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
り
、
関
係
者
に
よ
っ
て
、
路
線
内
の
遺
跡
分
布
の
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
市
内
で
は
す
で
に
発
見
さ
れ
て
い

た
金
沢
上
川
遺
跡
が
該
当
し
、
昭
和
四
二
年
（
元
宅
）
、
市
で
は
じ
め
て
の
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

昭
和
五
四
年
（
元
尭
）
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
「
静
岡
県
遺
跡
地
名
表
」
を
刊
行
し
た
が
、
ゞ
｝
の
地
名
表
に

収
録
さ
れ
た
裾
野
市
内
の
遺
跡
は
、
五
九
カ
所
に
も
及
ん
で
い
る
。
わ
ず
か
一
○
年
あ
ま
り
の
間
に
四
一
カ
所
も
の
遺
跡
が
新
た
に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
中
世
の
城

館
跡
ま
で
遺
跡
保
護
の
対
象
と
し
た
た
め
で
も
あ
る
が
、
ゞ
）
の
間
の
地
元
の
研
究
者
の
努
力
の
結
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
・

こ
の
よ
う
な
中
で
、
裾
野
市
内
の
開
発
は
著
し
く
進
み
、
住
宅
・
道
路
・
学
校
・
工
場
・
高
原
都
市
計
画
な
ど
の
建
設
工
事
が
あ
い
つ
い
で
は
じ
ま
り
、
昭
和
四

九
年
（
元
茜
）
か
ら
昭
和
六
二
年
（
元
老
）
ま
で
の
間
に
、
茶
畑
道
場
山
、
公
文
名
天
神
山
・
屯
屋
敷
、
公
文
名
日
向
・
丸
山
Ｉ
．
Ⅱ
、
千
福
市
場
平
・
小
杉
平
・

細
野
沢
・
馬
場
添
、
深
良
城
ヶ
尾
・
上
原
、
富
沢
内
野
山
・
原
、
桃
園
入
ノ
洞
、
大
畑
上
屋
敷
・
中
屋
敷
・
大
畑
城
跡
西
曲
輪
、
金
沢
上
川
遺
跡
な
ど
二
○
カ
所
に

も
及
ぶ
遺
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
遺
跡
の
大
部
分
は
該
当
の
工
事
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
桃
園
尾
畑
遺
跡
の
よ
う
に
、
貴
重
な
遺
物

を
出
士
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な
調
査
期
間
の
な
い
ま
ま
、
宅
地
造
成
の
た
め
破
壊
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
発
掘
調
査

の
結
果
、
原
始
、
古
代
か
ら
中
世
に
至
る
ま
で
の
、
い
ま
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
裾
野
市
内
の
土
中
に
埋
も
れ
て
い
た
歴
史
が
、
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
て
き

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
事
柄
が
わ
か
っ
て
き
た
の
か
、
以
下
、
概
略
だ
け
説
明
し
よ
う
。

第
一
節
旧
石
器
時
代
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第
６
層
は
、
黒
色
の
強
い
有
機
質
の
土
居
で
、
二
八
○
○
年
以
前
の
地
表
で
あ
る
と
す
る
。
第
７
層
は
、
６
層
に
連
続
す
る
士
層
で
、
上
か
ら
下
へ
黒
褐
色
か
ら

暗
褐
色
と
な
り
、
土
層
は
褐
色
化
し
て
い
く
。
こ
の
６
層
と
７
層
か
ら
は
、
多
量
の
縄
文
土
器
や
石
器
が
発
見
さ
れ
、
縄
文
時
代
の
土
層
と
い
わ
れ
て
い
る
。
愛
朧

山
麓
の
遺
跡
で
は
、
６
層
と
７
層
の
境
目
あ
た
り
に
、
鹿
児
島
県
奄
美
郡
徳
之
島
の
ア
カ
ホ
ャ
火
山
が
大
噴
火
を
し
て
、
そ
の
時
に
噴
出
し
た
火
山
灰
の
堆
積
し
た

土
居
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
年
代
は
六
三
○
○
年
前
頃
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
上
部
の
６
層
か
ら
出
土
す
る
土
器
は
縄
文
時
代
の
新
し
い
時
期

の
も
の
で
、
７
層
か
ら
出
土
す
る
士
層
は
、
縄
文
時
代
で
も
古
い
時
期
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
ア
ヵ
ホ
ャ
火
山
灰
層
の
下
か
ら
出
土
す
る
縄
文
土
器
は
、
六
三
○
○

年
以
前
の
も
の
で
、
上
部
か
ら
出
土
す
る
も
の
は
、
そ
れ
以
後
の
も
の
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

第
８
層
は
、
明
る
い
粘
り
気
を
も
っ
た
黄
褐
色
土
層
で
、
火
山
灰
が
長
い
期
間
に
絶
え
ま
な
く
降
り
積
も
っ
て
で
き
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
ロ
ー
ム
層

と
い
っ
て
い
る
。
↑
｝
の
土
居
の
最
後
に
形
成
さ
れ
た
年
代
は
、
い
ま
か
ら
一
○
○
○
○
年
前
と
さ
れ
て
い
る
。
ゞ
｝
の
士
層
中
か
ら
黒
曜
石
で
つ
く
ら
れ
た
小
形
の
刃

を
つ
け
た
石
器
が
発
見
さ
れ
る
が
、
縄
文
土
器
は
出
土
し
な
い
。
ゞ
｝
の
こ
と
か
ら
、
》
｝
れ
ら
の
石
器
が
使
わ
れ
た
時
代
を
、
縄
文
時
代
よ
り
も
前
の
時
代
と
し
て
、

先
土
器
時
代
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
旧
石
器
時
代
と
い
っ
て
い
る
。
箱
根
や
愛
麿
山
の
山
麓
の
遺
跡
で
、
こ
の
ロ
ー
ム
層
を
深
く
掘
っ
た
発
掘
調
査
の
結

果
に
よ
る
と
、
火
山
灰
や
火
山
礫
砂
層
が
何
層
に
も
堆
積
し
、
そ
の
層
と
層
の
間
に
、
噴
火
の
な
い
お
だ
や
か
な
期
間
も
あ
っ
て
、
植
物
が
生
い
茂
り
有
機
質
の
黒

色
土
が
形
成
さ
れ
た
層
が
い
く
つ
か
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
黒
色
土
居
中
か
ら
、
現
在
、
二
八
○
○
○
年
前
の
石
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ゞ
〕
の
旧
石
器
時
代
の
石
器
が
日
本
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
四
年
（
元
究
）
、
群
馬
県
岩
宿
遺
跡
の
ロ
ー
ム
層
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
こ
の
方
面

の
研
究
が
盛
ん
と
な
り
、
現
在
、
日
本
で
は
約
三
○
○
○
カ
所
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
静
岡
県
で
は
約
一
五
○
カ
所
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

考
に
さ
れ
た
い
。
遺
跡
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
ま
ず
地
表
に
近
い
第
１
層
は
表
土
層
で
、
有
機
物
を
多
く
含
み
地
表
面
は
草
木
が
よ
く
成
育
し
て
い
る
。

開
墾
さ
れ
る
と
耕
作
土
と
な
る
。
ゞ
）
の
土
層
は
、
火
山
灰
が
植
生
に
よ
っ
て
土
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
現
代
か
ら
近
世
の
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
２

ず
な
さ
わ

層
は
、
粒
の
細
か
い
火
山
砂
層
で
、
下
に
い
く
ほ
ど
粒
が
荒
く
な
り
、
乾
く
と
白
っ
ぽ
く
な
る
。
御
殿
場
市
の
砂
沢
で
検
出
さ
れ
た
の
で
、
「
砂
沢
ス
コ
リ
ァ
」
と
い

わ
れ
、
約
一
七
○
○
年
前
に
富
士
山
か
ら
噴
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
３
層
と
第
４
層
は
、
○
・
五
’
一
ｍ
ぐ
ら
い
の
、
火
山
ガ
ス
の
抜
け
た
発
泡
状
の

火
山
砂
礫
層
で
『
３
層
は
硬
く
締
ま
っ
て
ス
コ
ッ
プ
で
は
掘
る
ゞ
｝
と
が
で
き
な
い
。
第
５
層
は
、
角
ば
っ
た
粒
の
荒
い
火
山
礫
層
で
、
発
泡
は
あ
ま
り
し
て
い
な
い
。

３
層
か
ら
５
層
ま
で
は
、
伊
豆
の
天
城
山
や
箱
根
山
の
噴
出
物
で
、
「
カ
ワ
ゴ
平
パ
ミ
ス
」
「
仙
石
ス
コ
リ
ァ
」
と
い
わ
れ
、
約
二
八
○
○
年
前
頃
に
降
り
積
も
っ
た

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
３
層
か
ら
５
層
ま
で
の
火
山
砂
礫
層
中
か
ら
は
、
い
ま
の
と
》
）
ろ
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ゞ
）
れ
ら
の
噴
出
物
は
、
愛
鷹

山
麓
や
箱
根
山
麓
に
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
地
域
全
域
に
ふ
り
積
も
っ
た
と
考
え
て
よ
い
が
、
裾
野
市
の
中
央
部
の
平
地
で
は
、
流
出
し
た
り
除
去
さ
れ
て
し
ま
つ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
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の
刃
器
で
あ
る
。
そ
（

文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ら
の
遺
跡
は
、
天
竜
川
を
の
ぞ
む
磐
田
原
台
地
の
西
側
と
愛
麿
山
の
東
麓
か
ら
南
麓
及
び
箱
根
山
西
南
麓
に
か
け
て
集
中
し
て
お
り
、
偏
よ
っ
た
特
異
な
分
布
を
示

し
て
い
る
。
裾
野
市
内
で
は
、
愛
麿
山
麓
の
富
沢
平
林
、
富
沢
内
野
山
Ⅱ
、
同
尾
畑
、
箱
根
山
麓
の
公
文
名
丸
山
Ⅱ
、
日
向
、
富
士
山
南
東
麓
の
上
川
遺
跡
の
五
カ

所
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
は
、
主
と
し
て
黒
曜
石
で
つ
く
ら
れ
た
ナ
イ
フ
形
石
器
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
長
さ
五
’
三
ｍ
の
小
形

の
刃
器
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
刺
突
具
に
使
わ
れ
た
と
す
る
小
形
の
モ
リ
状
の
尖
頭
器
、
物
を
削
る
た
め
に
使
わ
れ
た
刃
器
な
ど
が
あ
る
が
、
詳
し
い
ゞ
｝
と
は
、
本

現
在
、
上
川
遺
跡
よ
り
北
に
は
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
遺
跡
は
、
愛
麿
・
箱
根
山
麓
を
中
心
と
す
る
遺
跡
密
集
地
域
の
北
端
に
あ

た
り
、
ま
た
、
裾
野
市
内
の
遺
跡
は
、
そ
の
周
辺
部
に
位
置
す
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
こ
の
分
布
状
況
は
、
現
在
の
地
形
か
ら
遺
跡
分
布
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、

旧
石
器
時
代
は
、
い
ま
の
富
士
山
は
そ
の
姿
を
形
成
中
で
、
愛
鷹
山
と
箱
根
山
と
の
間
は
、
な
だ
ら
か
な
尾
根
末
端
の
丘
陵
が
延
び
て
い
て
、
そ
の
境
目
は
渓
流
が

北
か
ら
南
へ
流
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
川
遺
跡
周
辺
の
馬
ノ
背
状
の
丘
陵
も
、
東
南
方
向
に
延
び
て
ゞ
｝
れ
と
接
し
て
い
た
。
古
富
士
山
は
約
一
二
○
○
○
年

前
頃
か
ら
は
げ
し
い
噴
火
活
動
を
は
じ
め
、
噴
出
し
た
大
量
の
溶
岩
は
、
愛
鷹
山
と
箱
根
山
の
間
の
低
地
を
流
れ
下
っ
て
、
そ
の
先
端
は
三
島
駅
南
の
楽
寿
園
ま
で

達
し
、
そ
の
後
、
表
面
の
低
い
と
こ
ろ
は
土
石
流
で
埋
め
つ
く
さ
れ
、
約
一
○
○
○
○
年
前
に
は
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
地
形
が
で
き
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
溶
岩
で

埋
没
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ま
は
尋
ね
る
よ
し
も
な
い
。
し
か
し
、
深
良
の
高
雄
山
や
そ
の
続
き
の

陣
山
、
千
福
の
平
山
、
茶
畑
の
道
場
山
な
ど
は
、
溶
岩
流
に
埋
め
残
さ
れ
た
丘
陵
で
あ
る
か
ら
、
》
）
の
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
文
中
の
年
代
は
、
日
本
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
で
測
ら
れ
た
も
の
で
、
一
一
れ
は
遺
跡
の
あ
っ
た
土
居
中
か
ら
採
取
し
た
木
炭
や
骨
、

貝
殻
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
放
射
性
炭
素
Ｍ
の
量
を
測
定
し
、
そ
の
半
減
期
五
五
七
○
＋
’
三
○
な
い
し
五
七
三
○
十
’
四
○
年
を
基
礎
に
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ

る
。

縄
文
時
代
と
い
う
の
は
、
縄
文
と
い
う
縄
目
の
文
様
の
つ
い
た
土
器
を
造
っ
て
使
用
し
た
時
代
を
い
う
。
し
か
し
ゞ
｝
れ
は
単
に
時
代
を
示
す
名
称
で
あ
っ
て
、
そ

の
内
容
を
い
い
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。
〉
）
の
時
代
の
、
食
料
を
得
る
た
め
の
道
具
と
か
、
生
活
に
必
要
な
刃
物
、
利
器
の
ほ
と
ん
ど
は
石
か
ら
作
っ
た
道
具
、
つ

ま
り
石
器
で
あ
っ
て
、
縄
文
時
代
は
ま
た
い
い
か
え
れ
ば
石
器
の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

縄
文
時
代
は
い
つ
頃
始
ま
っ
た
か
と
い
う
と
、
日
本
の
旧
石
器
時
代
の
終
わ
り
頃
、
今
か
ら
お
よ
そ
一
二
○
○
○
年
前
に
、
豆
粒
文
と
か
隆
起
線
文
、
爪
形
の
文

第
二
節
縄
文
時
代
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中
期
、
約
四
○
○
○
’
三
○
○
○
年
前
聖

な
ど
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

様
を
施
し
た
土
器
が
、
旧
石
器
時
代
最
末
期
に
作
ら
れ
た
細
石
器
（
二
’
三
翌
訓
後
の
石
刃
）
や
有
舌
尖
頭
器
と
一
緒
に
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
ゞ
｝
の
種
の
土
器
を

も
っ
て
、
い
ま
は
縄
文
時
代
の
始
ま
り
と
し
、
￥
）
の
時
期
を
縄
文
時
代
の
草
創
期
と
呼
ん
で
い
る
。
以
後
、
縄
文
時
代
は
土
器
の
文
様
と
か
形
態
な
ど
の
変
化
の
移

り
変
わ
り
を
基
準
に
し
て
、
約
九
○
○
○
’
六
○
○
○
年
前
ま
で
を
早
期
、
約
六
○
○
○
’
五
○
○
○
年
前
ま
で
を
前
期
、
約
五
○
○
○
’
四
○
○
○
年
前
ま
で
を

中
期
、
約
四
○
○
○
’
三
○
○
○
年
前
ま
で
を
後
期
、
約
三
○
○
○
’
二
二
○
○
年
前
ま
で
を
晩
期
と
区
分
し
て
、
時
期
の
移
り
変
わ
り
や
地
域
的
な
土
器
の
相
違

と
↑
｝
ろ
で
裾
野
市
内
の
縄
文
時
代
遺
跡
は
、
第
一
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
富
士
山
や
愛
麿
山
、
箱
根
山
麓
の
ロ
ー
ム
層
の
上
に
形
成
さ
れ
た
黒
褐
色
土
居
中
に
あ

っ
て
、
そ
の
上
に
ま
た
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
火
山
砂
礫
層
を
除
去
し
な
い
と
発
見
で
き
な
い
。
山
麓
の
開
発
が
進
ん
だ
の
は
明
治
時
代
以
後
で
あ
っ
て
、
や
が

て
「
マ
サ
抜
き
」
と
い
う
作
物
に
邪
魔
で
不
適
当
な
火
山
砂
礫
層
の
除
去
が
行
わ
れ
た
り
、
ま
た
「
イ
モ
」
を
貯
蔵
す
る
た
め
畑
の
隅
を
深
く
掘
る
と
、
遺
跡
で
あ

れ
ば
土
器
や
石
器
が
出
て
く
・
る
↑
）
と
が
あ
る
。
市
内
の
遺
跡
の
大
部
分
は
、
火
山
砂
礫
層
が
除
去
さ
れ
た
と
一
）
ろ
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
数
は
四
一

カ
所
ほ
ど
あ
り
、
分
布
状
況
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
は
箱
根
・
愛
鷹
山
麓
に
集
中
し
、
そ
の
ほ
か
六
カ
所
は
裾
野
市
北
部
の
富
士
山
東
南
麓
に
散
在
し
て
い
る
。
こ

の
北
部
に
遺
跡
数
の
少
な
い
の
は
、
火
山
砂
礫
層
が
厚
く
堆
積
し
て
い
て
発
見
し
に
く
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
市
の
中
央
部
を
占
め
る
、
富
士
山

溶
岩
流
の
露
出
し
た
地
域
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
茶
畑
道
場
山
遺
跡
は
、
も
と
も
と
箱
根
外
輪
山
の
山
麓
の
丘
陵
で
あ
っ
た

の
が
、
富
士
山
の
溶
岩
流
で
鞍
部
の
低
い
と
一
）
ろ
が
埋
没
し
て
独
立
丘
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
箱
根
山
麓
の
遺
跡
群
に
入
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
遺
跡
の
立
地
す
る
と
こ
ろ
は
、
山
麓
丘
陵
の
沢
谷
を
望
む
、
比
較
的
広
い
平
坦
地
の
南
方
向
に
開
け
た
、
ゆ
る
い
傾
斜
面
に
あ
っ
て
、
当
時
の
生
活
様
式
の

ふ
じ
か
わ

地
域
的
に
遺
跡
分
布
の
在
り
方
を
み
る
と
、
県
東
部
の
富
士
川
以
東
で
は
、
沼
津
市
・
長
泉
町
の
愛
鷹
山
麓
と
三
島
市
の
箱
根
山
南
西
麓
に
集
中
し
て
お
り
、
裾

野
市
の
場
合
は
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
分
布
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
周
辺
部
に
該
当
し
て
い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
県
下
全
体
の
遺
跡
分
布
か
ら
い
っ
て
も
、
富
士
川

以
東
が
圧
倒
的
に
多
く
て
、
さ
ら
に
こ
の
愛
麿
・
箱
根
山
麓
の
集
中
度
の
高
い
》
｝
と
は
特
異
な
在
り
方
を
示
し
て
い
る
。

縄
文
時
代
は
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
五
つ
の
時
期
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
別
の
遺
跡
立
地
数
を
み
て
い
く
と
、
金
沢
上
川
遺
跡
出
土
の
剥
片
石

器
・
掻
器
・
尖
頭
器
（
第
一
章
旧
石
器
時
代
の
項
参
照
）
が
草
創
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
確
実
な
土
器
を
出
士
し
た
遺
跡
が
な
い
の
で
明

ら
か
で
な
い
。
た
だ
深
良
城
ヶ
尾
、
桃
園
尾
畑
、
千
福
細
野
沢
遺
跡
に
有
舌
尖
頭
器
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
草
創
期
遺
跡
の
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
早
期
の
遺
跡
は
、
市
内
の
縄
文
時
代
遺
跡
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
ゞ
）
と
は
、
ど
の
遺
跡
の
出
土
土
器
片
を
み
て
も
、
か
な
ら
ず
と
い
っ
て
よ
い
く
ら

い
早
期
土
器
片
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
後
の
時
期
の
遺
跡
が
早
期
の
遺
跡
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
早
期
は
期
間
が

一
坐
痂
を
示
し
て
、
い
る
。

ワ1
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長
い
の
で
、
土
器
に
よ
っ
て
前
半
と
後
半
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
後
半
に
属
す
る
土
器
片
を
出
土
す
る
遺
跡
が
多
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
↓
）
の
ゞ
｝
と

に
よ
っ
て
早
期
の
ゞ
）
ろ
に
、
市
内
の
縄
文
時
代
遺
跡
の
立
地
の
在
り
方
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
市
内
の
各
遺
跡
は
、
早
期
か
ら
後
の
時

期
と
順
序
よ
く
重
複
し
て
営
ま
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
次
の
前
期
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
前
期
が
な
く
早
期
の
後
に
断
絶
が
あ
っ
て
中
期
に
移
る
と
い
う

よ
う
に
、
重
複
の
様
相
は
遺
跡
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
時
期
で
も
、
土
器
の
移
り
変
わ
り
に
空
白
の
期
間
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ゞ
｝
と
に
よ
っ
て
無
住
の

時
期
が
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
一
万
年
近
い
時
間
的
な
経
過
が
あ
る
の
で
、
継
続
的
に
遺
跡
が
営
ま
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
時
期
、
そ

の
時
点
に
移
り
住
ん
だ
も
の
と
、
と
ら
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
れ
る
。
ま
た
、
市
内
で
は
、
早
期
以
後
に
成
立
し
た
遺
跡
は
少
な
い
と
も
い
え
る
。
全

体
的
に
み
る
と
、
早
期
以
後
の
遺
跡
数
は
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
特
に
中
期
で
は
茶
畑
道
場
山
、
公
文
名
屯
屋
敷
、
桃
園
尾
畑
、
田
場
沢
裏
山
、
柳
島
、
金

沢
上
川
遺
跡
と
い
っ
た
よ
う
な
遺
跡
に
集
中
し
限
定
さ
れ
て
く
る
。
ま
た
中
期
に
な
っ
て
下
和
田
一
本
杉
下
と
か
御
宿
新
田
、
中
里
、
坂
下
遺
跡
と
い
っ
た
、
富
士

山
東
南
麓
に
立
地
す
る
遺
跡
が
成
立
す
る
。
中
期
以
後
、
遺
跡
数
は
特
に
激
減
し
て
し
ま
い
、
愛
雁
山
麓
側
の
葛
山
田
場
沢
裏
山
、
同
一
色
原
、
同
中
里
、
同
下
条
、

富
沢
内
野
山
Ｉ
以
外
に
は
見
当
た
ら
ず
、
士
器
量
も
極
め
て
少
な
い
。
晩
期
の
遺
跡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
遺
跡
の
規
模
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
文
の
各
遺
跡
ご
と
の
地
図
の
上
に
、
そ
の
範
囲
を
ス
ク
リ
ー
ン
（
ぼ
か
し
）
で
表
し
た
が
、
こ
れ
は
土
器
片
の
出
士
範

囲
ま
た
は
散
布
範
囲
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
採
集
し
た
土
器
片
を
整
理
し
て
み
る
と
、
五
○
○
年
と
か
一
○
○
○
年
、
時
に
は
二
○
○
○
年
と
い
う
長

い
時
間
の
間
隔
を
置
い
た
各
時
期
の
土
器
片
が
入
り
混
じ
っ
て
い
て
、
ゞ
｝
の
ゞ
）
と
か
ら
図
に
示
し
た
遺
跡
範
囲
は
、
或
る
特
定
の
時
期
の
遺
跡
範
囲
を
示
し
た
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
早
期
士
器
片
の
う
ち
前
半
期
の
も
の
は
、
極
め
て
数
量
が
少
な
く
、
遺
跡
に
よ
っ
て
は
わ
ず
か
に
一
’
二
片
と
い
う
の
も
あ
る
。

こ
の
ゞ
）
と
は
遺
跡
の
規
模
が
小
さ
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
早
期
後
半
か
ら
前
期
に
な
る
と
、
金
沢
上
川
、
千
福
細
野
沢
遺
跡
で
み
ら

れ
た
よ
う
に
、
遺
跡
範
囲
は
狭
長
な
尾
根
稜
部
の
平
坦
地
全
面
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
規
模
も
拡
大
さ
れ
て
く
る
。
中
期
遺
跡
に
な
る
と
、
茶
畑
道
場
山
、
公
文

名
屯
屋
敷
、
桃
園
尾
畑
遺
跡
の
よ
う
に
尾
根
丘
陵
上
の
広
い
平
坦
地
に
立
地
し
、
遺
跡
範
囲
も
広
く
、
出
土
の
土
器
量
も
飛
躍
的
に
多
く
な
る
。
後
期
、
晩
期
に
つ

い
て
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
資
料
が
わ
ず
か
で
、
遺
跡
の
実
態
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

以
上
、
裾
野
市
内
と
限
定
す
れ
ば
、
後
期
の
あ
る
時
点
で
縄
文
時
代
は
終
わ
り
を
つ
げ
、
無
人
の
空
白
期
に
入
る
。
こ
の
原
因
や
理
由
に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代

の
遺
物
を
含
む
土
居
の
上
に
、
二
八
○
○
年
前
頃
か
ら
の
火
山
砂
礫
層
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
気
候
が
寒
冷
化
し
て
、
縄
文
時
代
の
生
産
手
段
で
は
対
応
で

き
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
‐
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ワワ
ー臼
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弥
生
時
代
と
い
う
の
は
、
紀
元
前
三
世
紀
の
頃
か
ら
紀
元
三
世
紀
頃
ま
で
の
約
六
○
○
年
間
の
、
日
本
で
初
め
て
水
稲
農
耕
が
開
始
さ
れ
た
時
代
を
指
し
て
い
う
。

こ
の
水
稲
農
耕
を
生
活
の
基
盤
と
す
る
な
か
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
、
物
質
的
、
精
神
的
な
総
合
的
な
所
産
を
、
一
般
に
弥
生
文
化
と
い
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
水
稲
農
耕
（
米
作
り
）
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
南
部
で
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
が
紀
元
前
三
世
紀
の
頃
に
西
日
本
の
北
九
州
に
、
稲
作
人
と
共
に
渡
来
し
、

や
が
て
瀬
戸
内
海
沿
岸
、
山
陰
、
畿
内
を
経
て
伊
勢
湾
周
辺
ま
で
水
稲
農
耕
が
伝
播
し
た
紀
元
前
二
世
紀
頃
ま
で
の
期
間
を
、
弥
生
時
代
の
前
期
と
し
て
い
る
。
近

年
の
発
掘
調
査
の
結
果
で
は
、
日
本
海
沿
岸
を
北
上
し
て
青
森
県
ま
で
伝
わ
っ
て
い
っ
た
と
す
る
。
畿
内
で
成
熟
し
た
弥
生
時
代
の
文
化
は
、
紀
元
前
一
世
紀
代
に

な
る
と
、
太
平
洋
沿
岸
を
経
て
東
北
地
方
仙
台
平
野
や
中
部
地
方
の
内
陸
部
ま
で
伝
播
す
る
が
、
こ
の
時
期
を
弥
生
時
代
中
期
と
い
っ
て
い
る
。
以
後
、
日
本
列
島

の
全
域
に
水
稲
農
耕
が
浸
透
し
て
い
っ
た
時
代
を
後
期
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
紀
元
三
世
紀
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
支
配
す
る
首
長
（
王
）

が
現
れ
、
巨
大
な
首
長
墓
（
古
墳
）
を
築
く
時
代
と
な
っ
て
、
弥
生
時
代
は
終
わ
り
を
つ
げ
る
。

と
ゞ
）
ろ
で
裾
野
市
内
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
極
め
て
少
な
く
、
遺
物
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。
》
）
の
う
ち
箱
根
山
麓
の
公
文
名
丸
山
Ｉ
遺
跡

と
、
黄
瀬
川
東
岸
の
佐
野
二
本
松
下
遺
跡
か
ら
、
条
痕
文
系
土
器
と
い
わ
れ
る
弥
生
土
器
片
が
極
め
て
少
量
出
土
し
て
お
り
、
弥
生
時
代
幕
開
け
の
痕
跡
を
示
し
て

い
る
。
条
痕
文
系
士
器
と
い
う
の
は
、
紀
元
前
二
世
紀
の
頃
、
愛
知
県
の
三
河
地
方
ま
で
水
稲
農
耕
が
伝
わ
っ
て
き
た
時
に
、
そ
れ
と
接
触
し
た
縄
文
時
代
晩
期
最

終
末
の
文
化
を
も
つ
人
々
が
作
り
出
し
た
土
器
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
土
器
は
赤
貝
の
よ
う
な
ギ
ザ
ギ
ザ
の
つ
い
た
貝
殻
で
、
壷
や
甕
、
深
鉢
形
の
土
器
の
全
面
に

斜
、
横
、
山
形
の
凹
凸
の
あ
る
平
行
の
条
線
、
つ
ま
り
条
痕
と
い
う
特
徴
の
あ
る
整
形
文
様
を
施
し
て
あ
る
。
や
が
て
ゞ
）
の
土
器
は
、
天
竜
川
流
域
を
遡
っ
て
北
信

濃
に
伝
わ
り
、
北
関
東
か
ら
東
北
地
方
南
部
ま
で
、
ま
た
東
へ
は
静
岡
県
か
ら
神
奈
川
県
、
伊
豆
七
島
ま
で
点
々
と
分
布
し
て
い
る
。
北
進
や
東
進
の
な
か
で
、
施

く
し
ぱ
じ
よ
う
せ
も
ん
ぐ

文
具
は
貝
殻
か
ら
荒
い
櫛
歯
状
の
施
文
具
に
よ
る
条
痕
に
変
化
し
て
い
る
。
裾
野
市
内
か
ら
出
土
し
た
↑
｝
の
条
痕
文
系
土
器
は
後
者
の
櫛
歯
状
施
文
具
に
よ
る
条
痕

文
系
土
器
で
、
弥
生
時
代
中
期
初
め
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ゞ
）
れ
と
よ
く
似
た
条
痕
文
系
土
器
が
隣
接
す
る
長
泉
町
南
一
色
の
大
平
遺
跡
か
ら
、
破
片
で
は
な
く

文
系
土
器
で
、
弥
生
時
代
中
期
一

完
形
品
と
し
て
出
土
し
て
い
る
。

富
沢
原
遺
跡
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
富
沢
集
落
よ
り
東
の
一
段
下
っ
た
黄
瀬
川
沿
い
に
立
地
す
る
遺
跡
で
あ
る
が
、
ゞ
）
ゞ
）
か
ら
弥
生
時
代
の
終
わ
り
頃
の
壺
形
土
器

が
一
個
体
出
土
し
て
い
る
。
遺
構
は
な
く
遺
跡
の
状
況
も
不
明
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
御
宿
宮
原
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
土
器
片
が
二
片
あ
っ
て
、
破
片
か
ら
も
と
の
形

を
復
原
す
る
と
、
口
縁
部
の
く
び
れ
た
深
鉢
形
土
器
と
な
る
。
櫛
歯
状
施
文
具
に
よ
る
波
状
文
と
、
そ
れ
を
横
に
押
引
き
し
た
簾
状
文
が
施
さ
れ
、
文
様
の
特
徴
か

ら
弥
生
時
代
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
土
器
は
長
野
県
や
山
梨
県
の
後
期
弥
生
土
器
に
み
ら
れ
る
文
様
と
よ
く
似
て
い
る
。
出
土
地
点
が
不
明
な
の
は
惜
し

第
三
節
弥
生
時
代

（
用
語
解
説
参
照
）
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古
墳
時
代
は
、
三
世
紀
後
半
か
ら
、
地
方
に
よ
っ
て
は
七
世
紀
代
ま
で
、
長
さ
が
五
○
ｍ
以
上
も
あ
る
大
規
模
な
古
墳
が
築
か
れ
た
時
期
と
、
六
世
紀
代
か
ら
八

世
紀
初
め
頃
ま
で
、
直
径
が
せ
い
ぜ
い
大
き
く
て
も
二
○
ｍ
前
後
の
墳
丘
を
も
っ
た
円
墳
で
、
内
部
に
石
を
組
ん
で
石
室
を
つ
く
り
、
一
方
に
入
口
を
設
け
た
横
穴

式
石
室
と
い
う
構
造
を
し
た
古
墳
が
造
営
さ
れ
た
時
期
に
大
き
く
わ
け
ら
れ
る
。
こ
の
後
半
の
時
期
に
つ
く
ら
れ
た
小
形
の
円
墳
は
、
単
独
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
ゞ
）

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
多
く
は
一
○
基
と
か
二
○
基
と
か
あ
る
一
定
の
場
所
に
群
を
な
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
、
群
集
墳
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
群
集
墳
は
地

表
に
あ
っ
て
目
に
み
え
る
の
で
「
塚
」
と
呼
ば
れ
、
昔
か
ら
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い
た
遺
跡
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
隣
接
の
長
泉
町
に
は
上
土
狩
か
ら
南
の
本
宿

ま
で
、
多
く
の
小
形
円
墳
群
が
築
か
れ
て
い
て
、
古
く
か
ら
「
士
狩
五
百
塚
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。
近
年
の
数
度
に
わ
た
る
発
掘
調
査
の
結
果
で
は
、
内
部
に
横
穴

か
ん

式
石
室
が
あ
り
、
ゞ
｝
の
中
か
ら
直
刀
と
そ
の
付
属
品
、
鉄
鍼
、
く
つ
わ
等
の
武
器
や
馬
具
類
、
金
・
銀
鎧
の
耳
飾
り
、
玉
類
の
装
身
具
、
士
師
器
、
須
恵
器
の
供
献

用
具
な
ど
が
出
土
し
て
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
代
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

裾
野
市
内
で
は
、
ゞ
）
の
後
半
の
時
期
に
該
当
す
る
小
形
の
円
墳
が
、
深
良
原
に
上
丹
古
墳
と
い
わ
れ
て
一
基
、
茶
畑
中
丸
に
宮
方
塚
と
い
わ
れ
る
中
丸
二
号
墳
の

一
基
と
あ
わ
せ
て
二
基
が
残
存
し
て
い
る
。
な
お
麦
塚
と
富
沢
の
南
端
に
、
古
墳
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
一
基
ず
つ
あ
る
が
、
疑
問
の
点
も
あ
る
の
で
本

接
点
に
あ
り
、
比
較
対
照
が
重
要
な
課
題
と
も
な
っ
て
い
る
。

古
墳
と
い
う
の
は
、
紀
元
三
世
紀
代
の
後
半
か
ら
七
世
紀
代
の
末
な
い
し
八
世
紀
の
初
め
頃
ま
で
、
士
を
高
く
盛
り
上
げ
て
墳
丘
（
封
土
と
も
い
う
）
を
つ
く
り
、

内
部
に
遺
骸
や
副
葬
品
を
埋
葬
す
る
施
設
を
も
っ
た
墓
を
い
い
、
こ
の
古
墳
を
造
営
し
た
時
代
を
考
古
学
の
上
で
古
墳
時
代
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
文

字
に
よ
る
記
録
や
文
献
も
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
的
に
い
う
歴
史
時
代
に
入
っ
て
く
る
。
ゞ
）
の
記
録
や
文
献
に
よ
っ
て
日
本
の
歴
史
の
上
で
、
飛
鳥
時
代
と

か
奈
良
時
代
と
い
わ
れ
る
時
代
と
、
古
墳
時
代
は
重
複
し
て
い
る
〉
）
と
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
例
え
ば
壁
画
で
有
名
に
な
っ
た
奈
良
県
の
高
松
塚
古
墳
や
、

豪
華
な
副
葬
品
が
出
土
し
た
藤
ノ
木
古
墳
が
誰
の
墓
で
あ
る
の
か
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
時
点
で
の
文
献
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
古
墳
時
代
は
文
献
史
学
と
の

と
も
か
く
裾
野
市
内
で
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
僅
少
で
あ
る
理
由
は
、
二
八
○
○
年
前
の
カ
ワ
ゴ
平
・
仙
石
火
山
砂
礫
層
の
噴
出
や
、
一
七
○
○
年
前
の
砂
沢
火
山

砂
礫
層
の
噴
出
が
あ
っ
て
、
水
稲
農
耕
を
営
む
に
は
不
適
当
と
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
れ
る
。
こ
の
ほ
‐

は
明
ら
か
で
な
い
。

一
｝
の
ほ
か

第
四
節
古
墳
時
代

弥
生
時
代
の
遺
物
と
し
て
、
富
沢
細
山
と
大
畑
上
屋
敷
か
ら
、
有
孔
磨
製
石
鎌
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
三
点
ほ
ど
出
土
し
て
い
る
。
遺
跡
の
状
況
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文
に
は
収
録
し
な
か
っ
た
。
静
岡
県
史
第
一
巻
に
よ
る
と
、
昭
和
三
年
（
元
一
六
）
、
茶
畑
中
丸
二
号
墳
の
南
と
北
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
基
ず
つ
あ
っ
た
が
畑
地
開
墾
の
た

め
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
な
お
中
丸
二
号
墳
の
東
一
○
○
ｍ
の
と
こ
ろ
に
も
一
基
あ
っ
た
が
、
古
く
破
壊
さ
れ
古
墳
に
使
わ
れ
た
三
個
の
大
石
が
残
さ
れ

て
い
た
の
で
三
シ
石
古
墳
と
い
わ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
ま
た
上
丹
古
墳
の
北
東
側
に
も
一
基
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
刊
行
さ
れ

た
「
駿
河
記
」
に
よ
る
と
、
茶
畑
村
の
項
に
「
十
三
塚
」
と
あ
っ
て
、
古
い
塚
が
あ
り
、
こ
れ
は
南
北
朝
時
代
（
一
四
世
紀
）
の
頃
の
、
官
軍
（
南
朝
方
）
の
戦
死

者
の
墓
と
し
て
い
る
。
し
か
し
記
述
さ
れ
た
内
容
を
検
討
す
る
と
麦
塚
や
茶
畑
に
、
十
三
塚
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
群
集
墳
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

わ
ら
び
て
と
う

つ
か

ゞ
）
の
ほ
か
裾
野
市
内
で
は
、
須
山
滝
ノ
沢
と
佐
野
柳
畑
か
ら
あ
わ
せ
て
二
本
の
蕨
手
刀
（
口
絵
参
照
）
が
出
土
し
て
い
る
。
蕨
手
刀
と
い
う
の
は
、
柄
の
先
端
が

か
さ
ね

ワ
ラ
ピ
の
芽
の
よ
う
に
渦
巻
き
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
身
幅
が
あ
っ
て
重
が
厚
く
、
刀
身
の
短
い
刀
剣
で
、
七
世
紀
代
か
ら
九
世
紀
代
に
か
け
て
、
中
部
地
方

か
ら
北
海
道
の
東
日
本
に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
小
形
の
円
墳
や
集
落
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
滝
ノ
沢
と
柳
畑
出
土
の
も
の
は
た
ま
た
ま
発
見
さ
れ
た
と
い
う

も
の
で
、
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
こ
の
二
本
の
蕨
手
刀
は
東
海
地
方
で
は
、
そ
の
分
布
の
南
端
に
位
置
し
て
い
る
。

は
じ
き
す
え
き

古
墳
以
外
の
遺
跡
を
示
す
遺
物
に
、
こ
の
時
代
に
作
ら
れ
広
く
使
わ
れ
た
土
師
器
と
須
恵
器
と
い
う
二
種
類
の
焼
物
が
あ
る
。
土
師
器
は
、
弥
生
土
器
の
伝
統
を

引
き
継
い
で
作
ら
れ
た
土
器
で
、
三
世
紀
後
半
か
ら
二
世
紀
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
。
須
恵
器
は
、
五
世
紀
代
か
ら
一
○
世
紀
頃
ま
で
使
わ
れ
た
硬
質
の
焼
物
で
、

釉
薬
が
掛
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
般
の
陶
器
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
土
師
器
も
須
恵
器
も
日
常
用
具
の
ほ
か
、
祭
祀
用
、
埋
葬
用
の
供
献
具
と
し
て
用
い
ら

れ
、
古
墳
の
ほ
か
当
時
の
集
落
跡
、
祭
祀
跡
な
ど
か
ら
多
量
に
出
土
す
る
。
（
用
語
解
説
参
照
）

裾
野
市
内
で
は
、
古
墳
と
は
別
に
土
師
器
や
須
恵
器
が
出
土
す
る
遺
跡
が
一
六
カ
所
ほ
ど
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ゞ
｝
の
う
ち
茶
畑
道
場
山
、
公
文
名
屯
屋
敷
、
葛
山

一
色
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
伝
統
を
引
く
も
の
で
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
よ
う
や
く
箱
根
山
麓
や
愛
朧
山
麓
に
人
々
が
移
り
住
ん
だ

痕
跡
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
「
茶
畑
の
十
三
塚
」
を
中
心
に
、
滝
頭
、
中
丸
、
平
松
、
二
本
松
、
二
シ
屋
、
麦
塚
な
ど
に
、
土
師
器
・
須
恵
器
の
散
布
地
点
が

あ
る
が
、
集
落
跡
と
い
う
よ
り
は
古
墳
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
水
窪
の
高
田
か
ら
須
恵
器
が
一
個
単
独
で
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

出
土
状
況
か
ら
古
墳
跡
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
深
良
カ
ラ
ウ
ト
、
同
西
原
台
、
同
松
葉
、
同
町
田
、
茶
畑
平
松
、
天
理
町
あ
た
り
に
土
師
器
・
須
恵
器
破
片
が

散
布
し
て
い
る
と
い
う
が
、
採
集
さ
れ
た
破
片
は
小
さ
く
て
時
期
の
判
断
が
難
し
い
。
ゞ
）
れ
ら
の
出
土
地
点
に
歴
史
時
代
の
深
良
上
原
遺
跡
を
加
え
る
と
、
約
六
○

○
ｍ
お
き
に
連
な
っ
て
い
て
、
古
代
足
柄
路
の
通
過
地
点
に
沿
っ
た
位
置
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
応
ゞ
）
〉
｝
で
は
古
墳
時
代
遺
跡
の
な
か
に
入
れ
て
お
い
た
。

以
上
、
裾
野
市
内
の
古
墳
時
代
遺
跡
は
、
よ
う
や
く
こ
の
地
域
に
人
々
の
定
着
が
始
ま
り
『
や
が
て
古
墳
の
造
営
も
で
き
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と

以
上
、
裾
野
一

を
示
し
て
い
る
。
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本
編
で
取
り
扱
っ
た
歴
史
時
代
遺
跡
は
、
お
よ
そ
九
世
紀
の
平
安
時
代
か
ら
一
六
世
紀
の
戦
国
時
代
末
ま
で
の
も
の
で
、
一
六
カ
所
ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

の
一
部
の
遺
跡
は
古
墳
時
代
遺
跡
と
重
複
し
て
い
る
。
↑
）
の
う
ち
わ
け
は
九
世
紀
代
の
遺
跡
は
集
落
跡
が
一
カ
所
で
、
そ
れ
以
外
は
中
世
の
城
館
跡
が
一
二
カ
所
で

圧
倒
的
に
多
く
、
ほ
か
に
一
二
世
紀
後
半
の
経
塚
一
カ
所
と
一
三
世
紀
代
後
半
の
も
の
と
思
わ
れ
る
鏡
面
出
土
地
一
カ
所
、
一
五
世
紀
な
い
し
一
六
世
紀
代
と
思
わ

れ
る
古
銭
出
土
地
一
カ
所
で
あ
る
。
大
部
分
の
遺
跡
は
、
現
在
の
地
表
下
に
埋
没
し
て
い
る
が
、
城
館
跡
は
遺
跡
の
規
模
も
大
き
く
、
遺
構
も
地
表
に
残
さ
れ
て
い

て
目
に
つ
き
や
す
い
・
裾
野
市
御
宿
の
湯
山
芳
健
家
所
蔵
、
慶
安
三
年
（
一
壹
ｅ
、
大
畑
村
他
五
ヶ
村
山
林
・
古
跡
・
用
水
等
書
上
の
文
書
に
よ
る
と
、
「
（
前
略
す
）

（
一
厘
）

千
福
村
一
同
村
古
城
東
西
百
八
拾
間
、
南
北
へ
百
弐
拾
間
、
東
西
南
三
方
ハ
川
、
北
ハ
か
ら
ほ
り
大
手
の
ロ
ハ
南
か
ら
ほ
り
壱
重
御
座
候
是
〈
小
田
原
氏
猶
様

之
衆
松
田
入
道
の
お
取
た
て
二
而
御
座
候
（
中
略
す
）
葛
山
村
一
同
村
古
城
ハ
鎌
倉
之
御
代
よ
り
甲
州
之
し
ん
け
ん
様
御
代
迄
葛
山
殿
と
申
御
城
代
御
座
候

其
後
九
拾
年
以
前
一
一
落
居
致
候
、
西
北
ハ
か
ら
ほ
り
壱
菫
、
東
〈
か
ら
ほ
り
二
重
、
大
手
ハ
南
水
ほ
り
二
御
座
候
、
（
後
略
す
）
」
（
裾
野
市
史
第
六
巻
資
料
編
深

良
用
水
所
収
）
と
あ
っ
て
、
千
福
・
葛
山
城
跡
の
〉
）
と
が
、
既
に
近
世
初
期
の
頃
に
古
城
跡
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

う
え
の
は
ら

と
ゞ
）
ろ
で
裾
野
市
内
で
は
、
九
世
紀
代
の
遺
跡
と
し
て
は
深
良
上
原
遺
跡
が
、
現
在
の
水
田
下
の
浅
い
と
こ
ろ
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
深
良
の
上
原
と
い
う
と

麦
｝
ろ
は
、
北
か
ら
南
へ
ゆ
る
い
傾
斜
を
も
っ
た
平
坦
地
が
広
が
る
地
域
で
、
〉
）
の
平
坦
面
に
は
舌
状
に
張
り
出
し
た
微
高
地
が
連
続
し
、
灌
溜
用
水
路
が
網
の
目
の

よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
、
水
田
と
畑
と
集
落
が
展
開
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
遺
跡
は
、
↑
）
の
平
坦
面
の
舌
状
に
張
り
出
し
た
台
状
の
微
高
地
に
立
地
し
、
地
名
の
上

原
と
い
わ
れ
る
地
形
に
よ
く
合
っ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
深
良
と
千
福
を
結
ぶ
道
路
の
建
設
工
事
中
に
、
現
在
の
水
田
面
を
掘
削
し
た
と
こ
ろ
、
粘
土
で
固
め
屋
外
に

ほ
ぐ
し
よ
ど
き

煙
を
出
す
た
め
の
煙
道
の
あ
る
カ
マ
ド
を
も
っ
た
竪
穴
式
住
居
趾
が
発
見
さ
れ
、
「
十
」
と
か
「
十
こ
と
墨
で
書
い
た
よ
う
に
見
え
る
、
い
わ
ゆ
る
墨
書
土
器
が
出

土
し
た
。
土
器
の
特
徴
か
ら
九
世
紀
代
の
も
の
と
判
断
さ
れ
た
が
、
墨
書
土
器
と
い
う
の
は
、
当
時
の
官
庁
や
宮
殿
跡
、
寺
院
跡
ま
た
は
そ
れ
ら
の
周
辺
に
あ
る
集

落
跡
か
ら
出
土
す
る
こ
と
の
多
い
も
の
で
、
裾
野
市
の
古
代
を
解
く
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
遺
跡
の
位
置
は
、
古
代
足
柄
路
の
通
過
地
点
と
思
わ

大
畑
遺
跡
は
、
中
世
の
古
城
跡
の
大
畑
城
南
直
下
に
あ
っ
て
、
殿
屋
敷
・
上
屋
敷
・
中
屋
敷
・
下
屋
敷
と
い
う
地
名
の
連
続
す
る
一
角
に
位
置
し
て
い
る
。
多
く

の
城
郭
研
究
者
は
大
畑
城
跡
に
つ
い
て
、
一
五
世
紀
な
い
し
一
六
世
紀
代
に
か
け
て
、
中
世
の
豪
族
葛
山
氏
が
勢
力
を
拡
大
し
て
い
く
な
か
で
築
城
さ
れ
た
も
の
で
、

各
屋
敷
地
名
は
大
畑
城
を
経
営
し
た
葛
山
氏
の
一
族
ま
た
は
重
臣
た
ち
の
居
住
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
五
九
年
（
一
天
空
、
国
道
二
四
六

号
建
設
工
事
に
伴
っ
て
上
屋
敷
西
側
部
分
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
主
と
し
て
二
世
紀
代
の
工
房
虻
と
判
断
さ
れ
た
竪
穴
、
一
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
代
の

れ
る
と
こ
ろ
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

第
五
節
歴
史
時
代
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序章裾野市の遺跡概要

大
規
模
な
掘
立
柱
建
造
物
、
多
数
の
小
鍛
冶
杜
、
領
主
級
の
方
形
集
石
墓
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
遺
物
に
か
わ
ら
け
、
鉄
製
品
、
陶
磁
類
、
石
製
品
等
が
出
土
し
た
。

陶
磁
類
に
は
南
宋
か
ら
元
初
の
中
国
産
の
白
磁
・
青
白
磁
・
青
磁
片
が
多
く
あ
っ
て
、
香
合
・
皿
・
鉢
・
碗
・
四
耳
壺
・
瓜
形
壺
な
ど
の
優
品
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。

て
つ
ひ
と
が
た

こ
の
ゞ
｝
と
か
ら
大
畑
遺
跡
は
、
城
郭
研
究
者
の
解
釈
と
は
違
っ
た
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
特
に
遺
物
の
な
か
で
祭
祀
に
使
わ
れ
た
鉄
人
形
は
、
県
下
で
は

じ
め
て
の
出
土
品
で
あ
る
。
遺
跡
の
歴
史
的
な
背
景
は
不
明
で
あ
り
、
そ
の
性
格
は
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
大
畑
に
は
上
屋
敷
に
隣
接
し
た
古
城
跡

（
地
名
）
に
、
一
二
世
紀
後
半
に
造
営
さ
れ
た
経
塚
が
あ
り
、
遺
跡
と
の
深
い
関
連
性
の
あ
る
↑
｝
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
遺
物
と
し
て
、
富
沢
か
ら
一
三
世
紀
後
半
の
も
の
と
思
わ
れ
る
菊
花
双
雀
文
の
あ
る
鏡
が
一
面
出
土
し
て
い
る
が
、
遺
跡
の
性
格
は
明
ら
か
で
な
い
・

銭
貨
が
土
の
中
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
埋
蔵
銭
の
例
は
全
国
的
に
あ
る
が
、
裾
野
市
内
で
も
愛
朧
山
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
た
、
今
里
中
村
の
浄
土
院
と
そ

の
付
近
か
ら
、
数
千
枚
の
古
銭
が
出
土
し
て
い
る
。
出
土
銭
の
中
に
永
楽
通
宝
が
あ
る
の
で
、
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
代
の
埋
蔵
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
埋
蔵
さ

の
付
近
か
ら
、
数
千
枚
の
古
銭
が
出
土
し
て
い
↓

裾
野
市
内
の
城
郭
跡
は
、
愛
庶
山
麓
や
箱
根
山
麓
の
尾
根
の
末
端
や
中
央
部
へ
は
り
出
し
た
独
丘
陵
の
要
害
の
地
に
立
地
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
葛
山
か
く
し

砦
」
だ
け
は
、
葛
山
の
愛
麿
山
中
に
あ
っ
て
、
特
殊
な
立
地
の
在
り
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
葛
山
城
跡
、
千
福
城
跡
、
大
畑
城
跡
は
、
居
館
跡
と
一
体
と
な

ど
る
い

く
る
わ

っ
て
お
り
、
中
世
的
様
式
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
城
郭
跡
に
は
、
空
堀
、
堀
切
、
縦
堀
、
士
塁
、
門
阯
、
郭
趾
な
ど
の
、
そ
れ
と
わ
か
る
城
郭
遺
構
が
よ

く
残
っ
て
い
る
。
深
良
南
堀
の
興
禅
寺
西
側
裏
山
を
陣
山
と
い
い
、
こ
の
丘
陵
頂
部
平
坦
面
に
土
塁
の
一
部
が
残
存
し
、
丘
陵
を
め
ぐ
っ
て
郭
状
の
遺
構
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
城
郭
跡
と
す
る
に
は
若
干
の
疑
問
点
が
あ
る
。
ゞ
）
ゞ
｝
よ
り
北
東
の
箱
根
山
麓
の
丘
陵
上
に
城
ヶ
尾
と
い
う
と
》
｝
ろ
が
あ
り
、
中
世
大
森
氏
の
城
跡
と
い
わ
れ

て
お
り
、
市
立
深
良
中
学
校
の
建
設
に
伴
い
発
掘
調
査
が
お
ゞ
）
な
わ
れ
た
。
↓
｝
の
結
果
、
城
ヶ
尾
丘
陵
上
の
平
坦
部
南
半
部
分
を
区
切
っ
て
い
る
浅
い
空
堀
と
、
そ

の
内
側
に
土
塁
状
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
が
、
ゞ
）
れ
を
城
郭
跡
と
す
る
に
は
遺
構
が
単
純
で
不
明
な
点
が
多
い
。
こ
の
ほ
か
地
名
だ
け
で
遺
構
の
な
い
も
の
と
し
て
、

居
館
跡
と
し
て
遺
構
の
残
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
葛
山
中
村
の
葛
山
居
館
跡
と
茶
畑
境
川
の
柏
木
屋
敷
・
麦
塚
の
勝
俣
屋
敷
の
三
カ
所
が
あ
る
。
共
に
平
坦
地
に

立
地
し
て
い
る
が
、
柏
木
屋
敷
は
沖
積
低
地
に
あ
っ
て
、
東
側
を
流
れ
る
境
川
の
洪
水
を
受
け
や
す
い
位
置
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
方
一
○
○
ｍ
前
後
の
規
模
が
あ
る

が
、
勝
俣
屋
敷
は
や
や
南
東
側
が
不
整
形
で
あ
る
。
葛
山
居
館
跡
は
半
田
・
萩
田
・
岡
村
屋
敷
と
連
続
し
て
お
り
、
半
田
屋
敷
に
は
土
塁
吐
も
残
存
し
、
い
わ
ゆ
る

連
郭
式
の
居
館
跡
で
あ
る
が
、
柏
木
・
勝
俣
屋
敷
は
単
郭
の
居
館
跡
で
あ
る
。
深
良
原
の
上
丹
屋
敷
と
い
う
の
は
、
こ
〉
）
を
流
れ
る
深
良
川
（
古
川
）
の
迂
曲
部
に

立
地
す
る
。
昭
和
一
○
年
代
の
初
め
頃
、
静
岡
県
内
の
城
郭
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
た
旧
制
県
立
静
岡
中
学
校
教
諭
の
沼
館
愛
三
が
、
↓
三
を
中
世
の
豪
族
大
森
氏

居
館
跡
と
し
て
、
静
岡
県
郷
土
研
究
第
九
輯
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
○
年
代
末
か
ら
昭
和
五
○
年
代
に
か
け
て
、
城
郭
研
究
家
の
関
口
宏
行
、

茶
畑
城
山
、
金
沢
手
城
山
が
あ
る
。

れ
た
背
景
や
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

のワ
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ゞ
三
で
い
う
石
造
物
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
々
が
造
立
し
た
記
念
碑
で
あ
っ
て
、
風
化
し
に
く
い
石
を
使
用
し
長
く
後
世
に
残
し
た
い
と
い
う
意

志
を
示
し
て
お
り
、
宗
教
上
や
信
仰
上
の
も
の
が
最
も
多
い
。
裾
野
市
内
で
は
石
造
物
の
分
布
や
数
の
上
か
ら
い
う
と
、
近
世
以
後
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、

中
世
に
な
る
と
数
も
少
な
く
、
種
類
や
分
布
も
い
ち
じ
る
し
く
限
定
さ
れ
、
収
録
し
た
の
は
五
輪
塔
と
宝
筐
印
塔
だ
け
で
あ
る
。
》
）
れ
以
外
の
石
造
物
と
し
て
、
桃

園
定
輪
寺
の
境
内
に
、
無
縫
状
の
自
然
石
に
「
天
文
二
一
年
」
（
一
芸
一
）
の
刻
銘
が
あ
っ
た
の
で
収
録
し
た
。

裾
野
市
内
の
五
輪
塔
と
宝
筐
印
塔
の
分
布
状
況
を
み
る
と
、
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
五
輪
塔
は
、
完
形
の
も
の
、
一
石
で
つ
く
っ
た
頂
部
空
輪
・
風
輪
、

以
下
の
火
輪
・
水
輪
等
の
残
存
す
る
も
の
を
含
め
て
、
水
窪
高
田
、
同
長
教
寺
内
と
そ
の
付
近
、
公
文
名
光
明
寺
、
久
根
前
之
田
、
同
観
音
堂
、
大
畑
、
葛
山
な
ど

み
く
り
や
み
ち

に
、
単
独
に
散
在
す
る
も
の
が
あ
り
、
路
傍
に
多
い
。
水
窪
の
南
に
接
す
る
長
泉
町
納
米
里
の
、
御
厨
道
と
い
わ
れ
る
路
傍
に
、
「
奉
造
立
五
輪
者
従
東
西
六
十
六
所

。
。
巡
礼
往
還
旅
宿
之
供
養
刻
彫
菟
諸
天
洞
鑿
二
科
究
意
而
己
文
亀
元
年
辛
酉
六
月
日
俊
盛
敬
白
」
と
刻
銘
し
た
、
一
六
世
紀
初
頭
の
大
き
な
五
輪
供
養
塔
が
一
基
あ

る
。
こ
の
一
例
だ
け
で
市
内
の
路
傍
に
あ
る
五
輪
塔
を
供
養
塔
と
み
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
観
音
信
仰
上
の
造
立
と
み
て
よ
い
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
な
お
納
米
里
の
文
亀
元
年
（
三
三
）
銘
五
輪
供
養
塔
の
形
態
は
、
葛
山
仙
年
寺
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
五
輪
塔
に
よ
く
似
て
巨
大
で
あ
る
。

五
輪
塔
に
た
い
し
て
宝
筐
印
塔
は
、
五
輪
塔
と
共
に
一
カ
所
に
集
合
し
て
各
地
区
に
群
在
し
、
単
独
な
も
の
は
葛
山
上
城
に
一
基
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
公
文
名
五

輪
塔
・
宝
筐
印
塔
群
は
、
既
に
「
駿
河
記
」
（
前
出
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
す
ゞ
へ
て
石
塔
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
も
の
を
集
め
て
積
み
直
し
た
と

思
わ
れ
る
も
の
で
、
一
基
の
石
塔
に
両
者
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
欠
落
部
分
の
あ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
塔
身
の
造
作
が
大
き
く
、
原
型
は
大
型

の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
深
良
興
禅
寺
の
墓
地
入
口
付
近
に
あ
る
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
も
完
全
な
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
一
基
で
、
そ
れ
以
外
は
石
塔
の

残
部
を
よ
せ
集
め
て
あ
る
。
う
ち
宝
筐
印
塔
は
開
山
と
刻
し
て
あ
る
。
深
良
和
田
の
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
群
は
、
ほ
ぼ
完
形
で
一
群
を
な
し
、
形
態
も
よ
く
整
っ
て

い
る
が
い
ず
れ
も
小
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
切
久
保
区
に
あ
っ
た
も
の
を
現
在
の
場
所
へ
集
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
世
の
豪
族
大
森
氏
の
墓
と
い
う
説
も
あ
る
。

伊
禮
正
雄
ら
が
現
地
を
調
査
し
て
、
静
岡
県
史
第
一
巻
に
報
告
さ
れ
て
い
る
「
上
丹
古
墳
」
を
、
本
居
館
跡
の
土
塁
の
残
存
し
た
も
の
と
し
、
方
約
一
○
○
ｍ
の
単

郭
の
居
館
で
あ
る
と
し
た
。
本
編
で
は
一
）
う
し
た
経
緯
が
あ
る
た
め
一
応
歴
史
時
代
遺
跡
の
項
に
収
録
し
た
が
、
古
墳
を
土
塁
趾
と
す
る
に
は
、
そ
の
位
置
に
や
や

ず
れ
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
屋
敷
地
に
面
し
て
「
前
田
」
と
い
う
地
名
を
も
つ
、
中
世
土
豪
屋
敷
の
形
態
を
示
す
も
の
が
数
カ
所
あ
る
が
、
考
古
資
料
の
対
象
と
な
る

遺
構
・
遺
物
が
な
い
の
で
、
本
編
に
は
収
録
し
な
か
っ
た
。

第
六
節
石
造
物
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佐
野
蓮
光
寺
の
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
も
一
群
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
形
態
が
整
い
小
型
で
あ
る
。
葛
山
仙
年
寺
境
内
の
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
の
一
群
は
、
葛
山
氏

歴
代
の
墓
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
完
形
で
形
態
も
よ
く
整
っ
て
い
る
が
、
中
央
の
五
輪
塔
以
外
は
、
い
ず
れ
も
小
型
で
あ
る
。
ゞ
）
の
宝
筐
印
塔
の
な
か
に
、
「
為
蓮

修
造
立
供
養
所
也
道
源
、
康
応
元
年
十
月
、
十
五
日
敬
白
」
等
の
刻
銘
が
あ
り
、
時
代
的
な
形
態
を
知
る
上
の
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
葛
山
上
城
の
宝
筐
印
塔

は
、
一
見
す
る
と
完
形
の
よ
う
で
あ
る
が
、
塔
身
と
基
礎
が
合
わ
ず
、
相
輪
部
が
欠
け
て
い
る
。
な
お
付
近
に
あ
る
二
基
の
石
塔
は
、
五
輪
塔
と
宝
筐
印
塔
の
各
部

位
を
い
く
つ
か
組
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
勝
又
一
宅
の
も
の
に
は
「
妙
祥
禅
門
康
応
元
年
六
月
五
日
」
の
刻
銘
が
あ
り
、
金
石
文
と
し
て
は
、
葛
山

氏
墓
地
の
も
の
と
共
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
末
ま
で
の
遺
跡
の
在
り
方
や
移
り
変
わ
り
、
ま
た
そ
の
性
格
に
つ
い
て
、
大
ま
か
な
概
要
を
述
、
、
へ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
ゞ
）
の
資

料
集
に
集
録
さ
れ
た
遺
跡
の
大
部
分
は
、
本
文
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
、
遺
物
と
記
録
だ
け
で
、
何
等
か
の
建
設
工
事
等
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
消
滅
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
現
存
す
る
各
時
代
の
遺
跡
は
、
裾
野
市
に
と
っ
て
大
切
な
文
化
遺
産
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ゞ
）
の
な
か
で
墳
丘
の
あ
る
古
墳
と
か
、
遺
構
の
顕
著
に
残
る
城
館
跡
な
ど
は
、
目
に
見
え
る
し
そ
の
由
緒
も
わ
か
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
保
存
さ
れ
易
い
が
、

土
中
に
埋
没
し
て
い
る
遺
跡
は
珍
し
い
遺
物
で
も
出
土
し
な
い
限
り
、
人
々
の
関
心
が
極
め
て
薄
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
特
に
そ
の
場
所
が
個
人
の
所
有
地

で
畑
や
水
田
で
あ
っ
た
場
合
、
市
街
化
調
整
区
域
で
な
い
限
り
、
な
し
く
ず
し
に
他
に
転
用
さ
れ
て
遺
跡
が
調
査
さ
れ
な
い
ま
ま
消
滅
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
し
、

ま
た
そ
れ
以
外
に
企
業
誘
致
や
建
設
工
事
等
に
よ
っ
て
、
遺
跡
が
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

ゞ
）
う
し
た
事
態
は
、
止
む
を
得
な
い
現
実
の
姿
で
あ
る
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
特
に
地
域
に
お
い
て
は
、
文
書
や
文
献
の
ほ
か
に
、
大
畑
遺

跡
上
屋
敷
地
区
の
よ
う
に
、
遺
跡
・
遺
物
が
物
語
る
歴
史
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
場
合
が
多
い
ゞ
｝
と
も
、
深
く
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う

し
た
意
味
で
、
こ
の
考
古
資
料
集
は
単
に
失
わ
れ
た
遺
跡
の
紹
介
だ
け
で
は
な
く
て
、
市
史
の
編
纂
を
し
て
い
く
上
で
大
切
な
役
割
を
は
た
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
参
考
・
引
用
し
た
資
料
・
文
献
は
、
本
巻
末
尾
に
記
載
し
た
。
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